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漢方の健康堂薬局の店主　長澤昭と申します。

3月11日（金）に発生した東北地方太平洋沖地震により、被災された皆様に

対し、心よりお見舞い申し上げます。

先週は、休刊してしまいましたことを、お詫び申し上げます。

今回の発行が、年内最後となります。

ご愛読いただいております皆様におかれましては、来たるべき新年が、

良いお年となることをお祈り申し上げます。

発行済みのメルマガは、当店ホームページからご覧頂けます（一部を除く）。

　　　　↓  ↓  ↓  ↓

http://www3.ocn.ne.jp/~kenkodo/m-magazine.html
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心肺蘇生法（日本赤十字社のＨＰより）

（１）意識の確認 

          声をかけ、肩を軽くたたき、意識の有無を確認します。反応がなか

　　　　ったり鈍い場合は、まず協力者を求め、１１９番通報と自動体外式

　　　　除細動器（じどうたいがいしきじょさいどうきＡＥＤ）の手配を依頼

　　　　して、気道確保を行います。

　　　　　気道確保（頭部後屈あご先挙上）一方の手を傷病者の額に、他方の

　　　　手の人差し指と中指を下あごの先に当て、下あごを引き上げるように

　　　　して、頭部を後方に傾けます。

（２）呼吸の確認（見る、聴く、感じる） 

　　　　１．気道を確保したまま救助者の耳を傷病者の口元に近づけ、視線を

　　　　　　傷病者の胸のほうへ向ける。 

　　　　２．胸のあたりが上下に動いているか見たり、呼吸音が聴こえるか、

　　　　　　物が詰まったような呼吸音ではないか、吐く息を頬で感じるかを

　　　　　　５～１０秒以内で確かめる。

（３）人工呼吸 

　　　　　普段どおりの息（正常な呼吸）がないときは、人工呼吸を行います。

　　　　　　　※感染防止のために、フェイスシートや一方向弁付き吹き込み

　　　　　　　　用具などを使用することが推奨されています。

　　　　１．救助者は、気道を確保したまま、額に置いた手の親指と人差し指

　　　　　　で傷病者の鼻をつまむ。

　　　　２．救助者は自分の口を大きく開けて、傷病者の口を覆う。 

　　　　３．約1秒かけて傷病者の胸が上がるのがわかる程度の吹き込みを

　　　　　　行う。これを2回続けて行う。（1回吹き込んだらいったん口を

　　　　　　離し換気させる） 

　　　　４．人工呼吸を行って呼吸の回復を示す変化がない限りは、直ちに

　　　　　　次の心臓マッサージ（胸骨圧迫）に移る。

（４）胸骨圧迫 

　　　　　心臓の拍動が停止したり、心臓の機能が著しく低下して血液を送り

　　　　　出せない場合に、心臓のポンプ機能を代行するために行います。

　　　　１．傷病者を固い床面に上向きで寝かせる。 

　　　　２．救助者は傷病者の片側、胸のあたりに両膝をつき、傷病者の胸骨

　　　　　　の下半分（胸の真ん中）に片方の手の手掌基部を置き、その上に

　　　　　　もう一方の手を重ねる。 

　　　　３．両肘を伸ばし、脊柱に向かって垂直に体重をかけて、胸骨を４～

　　　　　　５ｃｍ（成人の場合）押し下げる。 

　　　　４．手を胸骨から離さずに、速やかに力を緩めて元の高さに戻す。 

　　　　５．胸骨圧迫は毎分約１００回のテンポで３０回続けて行う。

（５）胸骨圧迫と人工呼吸心肺蘇生法を効果的に行うために胸骨圧迫と人工

　　　呼吸を組合せて行います。 

　　　胸骨圧迫３０回と人工呼吸２回を繰り返します。ＡＥＤを使用するとき

　　　以外は、心肺蘇生法（特に胸骨圧迫）を中断なく続けることが大切です。

　　　人工呼吸が行えないときは、胸骨圧迫だけでも行いましょう。

以上、今週の内容でした。
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―[プロフィール]―――――――――――――――――[プロフィール]―

■長澤　昭（ながさわ　あきら）１９５２年　静岡県生まれ

１９８０年に薬局を創業。

２０００年、毎日新聞「アミューズ」に、「漢方薬に詳しい薬局」として、

全国わずか３５店のうちの１店として取り上げられる。

２００１年、約３００の病名・症状別の「病気別漢方選薬システム}を完

成させる。

現在は、当店ＨＰにて公開中http://www3.ocn.ne.jp/~kenkodo/m-magazine.html
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□登録／解除の方法　
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http://kenkodo.web.infoseek.co.jp/melmaga.html

（E-Magazineからご購読の方はこのメルマガの一番下に解除フォーム有り）
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―――――――――――――――――――――――――――――――――
□注意・免責事項

◎一般の方向けの内容なので、厳密な医学用語は使用していません。医学

的な専門性から考えた場合、妥当でない表現があると思いますが、なるべく

平易な表現を使用するようにしてあります。

◎個別の健康相談を行うものではありません。

◎体の状態は個人によって異なっています。現在治療中の方はかかりつけ

　の主治医と相談をしてください。

◎ご自分の責任の範囲でご利用ください。記載内容を利用し生じた結果に

　ついて、当方では責任がとれませんのでご了承ください。

―――――――――――――――――――――――――――――――――
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